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ぎ狩会議オ″目認会|の 多‐与泉|ま力に決す・ろ繊熱え

二月 27彗 手を /轟′環 ■ヵ向意萎員秦凝薔 ||

「 ′ 壕 子力国熊暮学会議
`オ
会長〕 | |

1: 奪曇曇馨i董倉Iすま||ヽう|IF‐ |:
ス (5り項龍拳参照 )   .: ‐ ‐  ‐ ‐     ‐ ‐  _| |
2・ /2電 今ら3打 ま0肇岡奏員長 木な中へ棒■撃お姿気農持義 をち″轟み
ので、ノ1、穂るが該を(密項疵1拳参k)|■ ‐  ,|・ | | ‐■ |||
一 ミな贅向  | | |‐  1  1111■ | :■ |‐ | ■ | |‐ ‐

「ふ口 3ヽ部 );‐濠薩な.たヽ すら奏気

^■
轟議姦|、

|。「ぅち■書|■断長島lit‐
ilろ よ うたみ ぇ らが  |  ‐● :‐ _‐ ‐ ‐ |‐  |  ‐ ■ |‐ | ‐  ■

4、京 テ ま亀 た したルみあでなな1).     ‐       ‐ ‐
=暮 口 , 3源欝;を華 らな れ妻人 たらえらか。  1,、様 メ な番隆たら議轟‐

が 3療 製 た反すみを 1夕 )意 見 を、携ぇが具体
`と

するまごゎからな jrを 行う意|

見が基員会 めキをあったこ
r二賽 j 

“

言 ぇ/=肇奏黄春会範薄翡奪会のょうす繊、
黒 ´ヽ らく愛 茉 の言 曇 な 麦え ら =ビ テ した これ を女 べ れ て有 益 か を二七たした,
糞冶崎長寺点豊行キ霧夕ヽこ寺争奪ぅ黄ヾζ暮裁するょ    ||| | |‐ ‐
r比薦メ 米ヨぶヽ 書を要素するの機本率あ|キ基あた基箋素せ愚3恭 :島基
貢長まま入れたォしビデ奮動 し|よ |う .は ,,ら めじ、 青ふ jl馨 証鏡鎖 歩鎌
ルち場をビtク ぅものも⌒1源 |、|五なわれな0表 'あ わ―ジ壼121ち: またI場亀緩‐
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ピ|プつてあれわ藁ヾ 幕ネ■寝
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らi
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12,財不 ふ:ょ が来曜バ受|八 んを患 i3ざ :)み rを も事実1 ・
3,費丈 就はc増、の鍵嚢茉たヽ 1じ 書由を与ぇらしのでなく、こぅ桑

～

51ぇ ら

‐ もの _レ宗子力送 を見れば
'目
らる、     |      1   1

ダt ―お輿め度ふの原子ヵ市場 :よ 姥戦墓セ 熟κ添 レ思えな |,`
壽 麦 .べ れを次是すらの戯饉

^ご
あり(黄着 が ,発 縁 た√Sこ

^意
印を向

)て くら まごまつて ,,7ォ 常 /i2お をすぎみら―       |

姜颯 メ 自分 あ ビっ た苺 置 を魂 翡 :会 資公 は 争 打 ′Zご で 、この1打議 点羅 諭
の教修がけたとビめろこzに なつてつた。

麟廊 J 多薇論 .堤条を表霜 ヒすろきえた、電奏員会の経始た対 すらな気が
のべられわべきごあら.

オスリ 奏興公のぼか>ら提案バあつたのだから玖上ダろべさ胤~■
― この点をめぐりt茅 、化弯′本 電尺 坂珂:毎島′洋上、1ヽ 旅、

公民が発七、  |ヽ       |              ■

蒻仁 )な の堤無総裁主 してりな13の かち |,ろ めか、 {ぅ な :〕 わならな資長の
責仁を向う1   ‐   ‐

茅 ; 萎員会装ものうち、渡確 uた暇つて意見替よ妥 しなから境 /― 公寅あ
堤黎を急式する.                       ‐‐

荻曖‐, 蒻仁堤朱嫁奏員会の叡巻を目長のものれみえ、ろが、1癸壱巻の■たは
3原則を戒 みおそれがあるレ}ジ つて協たたのもの書権ぉ した1)意向がみえらt

かンちニユアンスをもつ堤無 12は 反対すみ.            ‐ ‐

看ゴ蒙;‐ 取なし告野なあつても、したォバよ1」・ 笏←提条あ )ちて 条件の下
た́ ■́ 条件め下ごせ′レじ́ 前半の凍3カ 向悪姿の磁麓ン もヒゴ 1っ て:レ
珍正 しzで s子ガケ多数の養なをうちものヒした |)。           |
ぎ源 」 贅茂 ,前菫1 賛成              :    ■ ‐
蔀警, 協たが3源則を巧皮み鬼瞼ななかあろ.長わな七:)ご |〕 饉キロvゎ 多
たものごも1を こからアメリカ鮨炒な主義がな |り つてまろことむo広すみ。

議毛在な♂←ノいだレ1,う 影ご達あられらこをごしだしど aビ :)目 ためわされてま
た。科学巻な糞

=の
豊お合体が炒ずをグ をは娠L曇 ごば」どなしご嬢 1'え なく

4、 各 事名もまたそのた会的意義を自えすべきごあら。 |｀    ‐

二の除、桑床含貫の提無た _微 じ之賛晟 したわ。      |    ‐

森夕 i 委員:会バ筒学た農え したを■ろた意蒸があ場。その煮床ご研■凝朱
ド薄≒ず 11〕 ο→ヾたt床オの彰娑すべきでなけヒ思ら3私は夫象 を兼らな
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｀

L彗 二 つ ~｀ ■ ぜ胸
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こ こ・二 重し七 」I理 1
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1、 こ う茉を 与えら

肇えをも,     i
色」Scの 意向を向

ゴ、このコ隊預葱議論

=考
2対 すろ意鬼バ

夢べ きベ

ヨ義ィキニ、 1ヽ 幕 ,

1::oな らぐ質長の

_な が 3現 仁公員の

ヽ 奏 芭 そ の中 た畿

rた ,意責 がみ えみ.

キOiど、 乗
`キ

の下

職堕t∠ 夕 |っ て、 レ

,どまl何 キロビゎう

,こ とむo鑑 すみ:

〕きたあわされてま

きな しごな りえなく

[の 意味ご初な晨集

ムは夫線 を兼らな

(」〕
:こ tr‐ _ri ti、 :最■i)2球 :]ろ iJろ シ■ィトがぁ J、 業曇象時ごなく場亀末鋳
lζ生予べこであろぅ 」scと してば―肇秦オ:籍のえ叢ね立って慶逢鋳たこぁ
ら́‐(=ご モ f.

薯 : キ書を打ち″クたiノ が ■.‐  ■・       .  :
■ 嗅 ∫ えE言 厖、 3点 だ チ         ー    ー
・ 字貫 3童 奎 がぉびゃ ヵヽ され を 三 2た鏡職 ごぁ る 三 ど越豪をめ長島 の1菫

質ご こ ろ,                      1

I  ～
 
・
を う予事 をみれば:■ 学がどの力南盪事め―うれ っっあなか:警 表/4●

示こ2,'ろ。       ||.        ―    ‐
3 重:,モ 未 、ょりま :り 考スで解 決 されゎ豊もあらン義断 き轟晟  .■
―一 二つあと、覆島、森れ 必え内:該響

^景
が碁≒、2ら 後t豪

=た
よ

ってき美 ぅち初 り、       |
求え、次の ビ]お をめぐ 夕、象 え―葛、部 瞥、誤崚、華彗‐寺本会薫―の糞
■識ま 、すなわちたなの経 凄の まえた、家季すらピt),こ 鬱みT奉 を舞).移
12し た :jを :,フ 執行離の主残 セめぐり二――∵_ぅ      .  ‐ |   ‐
武式 をすろ =を たさんせわめら与きを、 異式がごて、今夜姓ぺ菱|を な́を |,
ことをさんとりのお与]と りぅな ど、通鑢 、ケつきょく表栗をょ多.|| |
ス妻 象替塚べた 8、 さず   ,9桑

8、す    僣
末奴     3

/∫ θ

こうして、鑢公な原子ヵ町澤目萎むよび学庵意福奮奎層ぎあ馨益移了ますらをヒ
どまっ た。        |

幸務認長、́卜部方ヽらめ姜茎書■ ヌソ七_ゾを難各、十二公興よ」、1今
:麦
あ

暮べ邊歯飛すらものをあてご教をすみのな晨氏れ不続動ごぁらを発言、著裏
長くら気をう少ろをな余           ‐

質■会象より、マグし織壱な上の牛をっき賛弯 |、 影会長 :ょ サヽ‐表肇鑑多碧 |  |.1
fさ持ヨ1奏の水違堰ぐ調査導とくりろとな傘     .       |   ‐ |

なお、77f仁繰無の資識べ、 しぼしば渡館会員の子議影命農場蒙を与裏 ま発
森夕会員の中のよなた鳥な荻鶯薫鬼などた疲‐

`゛

!〕 1‐ 1)8、た またまき式纂‐
した多くな討ガ申基く意見をのヽ なかっ牲手レな

―
今 ,メ
ままざiキと暮|く ,農 な  マ

つきり したオ 主か擁壽びら|れ た: (ス 上')
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原 子力周薫奏民会袈七 (/の すま , 峯′ Z´ 1守 )

総公 ご家巻きれぬ文書な次の tlお りざ九 これは、該シ袋彦聰ぇ なみられら
′力かみよう″、燃公 ご」炊 されよした。

二 会式籠V金 (1)っ姿賢会 を向 Iノ らか 鬱り)ご ヒ )(な略 )    .
I 委員会動
くわ オ2部 商係 なか喬ホ次郎姿民の後後 ンして構雪免■ま1参 資がι彗つた:
くわ オι修「 蒔係 栃 内壱珍委員と福 島婆_公 資レ矢た した。
工 餐量数をおょび主な慾議争貝
/, 環;力 ial類た鞠すろ政′なへの中入れ子項
力 /θ 回総会から本委員会たなたされて ,ノ た武斎 ′討すろ中入れ争頭の多

句の珍正″つりこな、ぶ計の経氣、原 察ぁままどすみヱとたよたした。申べ

れ (譴 ― fノ ゎゅろ 7ケ 条の申入れのこビつ 鐵科 子荻行行政協式会を重δ 乙お
こなわれたるヽ さ ふた 35j/電 の原子力莉 層准備河査会総ψは絆会で簾円会
員長から説:鏑 せれ、一月これを」承 した。議シか澪会餓申入れ了歌も各ねをよ

警の形 て`前 らかをすらなずごある。

2、 承 3大夕寿タト調査団

挙委員公か らは経颯杢員長 ぉょゞ伏見等多が参
"■

し、 /2月 λ′
2-3日 の向 12帰 目 した。
3、 壕こヵ蘭添鱚書のほ管

t例 の自会露書考通の米国もり書の派 手力文献っ■ビだが、力羨 ニユース象多数

のこビなのご右尋 )

夕̀ 米 国への象まカダえ留学生漱豊
米欧おからア7L/ゴ ンスグえ雄 (泉 ≫オ ♪むょびォークリッジ術 %氣、 アィ
ツトープDへ 日本へ衛え書を格請すみ碁ねタト務々へこ告がぁった。

アルギンス猾え治への曹学生ス置な、壺を後 しヵきりの崎向がきゎめて短
かかったため、本委員公″よ、争首″藷向の徐■とがなく、源詐力痢瞬準平宥調
査会幹ヽ宇
^で
ス蟻を次をし、人選をおこなった。          |

本委興公ぐは、 /E2′ ξ、この向蒸を象議し、米雪への環子力″え督子
麦候袢者疑濾 臓.今回かざノの嬉時の措置ヒじ乙これを了承しt調査薔が澪
ろのをまって、本姿員会ご本格、始盪検討すらこをビした。

なお、濤鶴ギの御勢魔は欧造たためしz賓裁巻もあつたが、麹釘め場進のため:

ス く諸然をなら■ビなく行われたこと公置機 とすみ昔の率きが数名の委員か
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'糞
莞 をみ ぅぉみ

贅委員が細 つた。

1苧入れ争家の年

本えした。中べ

‐式会 を豊δ 乞お

心 議会で簾円会

7まの各ね をよ

ミ え∫ 重 ム基

蓑 ニユース象爵費

ジヽ千気オ くアイ

白かきゎあ之建

子オ筑講準備調

最子力冴久督ぎ

し、妻可査衝が情

奮 滑吻達 の た め

が数名の委箋か

(7)
τ儒お■ ■季賃_を _■

=台
っ反な書養晟計画を手慮 ″っくっこビ砂■夕晏さ

身啓ど奪意見でそまこれた,

お:写 獲弯静婆罫会 ,ま ズニ彰 .デ 環 義億 の 2名 多桂 せ た した^ ξた、 ォ ータリ~ブ ‐、こ留 撃 =a豊 看 なか 字表を 看 政瘍義 会が これた あたちて1,ぁ l

= 
‐躊 子I工
=阜 ≡=栗会議                  

‐

議輩 ξ丁で 唸4護 _ニ ース ピ「 原 子 々.・3_4=吝 三 .ニ ス 1春義豊 した
ユぜ書凛 ^三 を事項の会長数を中綺然記争み黒 )●   |   |  ‐
■琴 _歩
=う
本姜員
^ご
な、今る占本ぶ京ぎLぁ 皐基調

=あ

返ぁの彗議募
=rこ
うL[丁ら尋き

"、
学無へ義の3葉烈ぬ億義を碁′卜爾z競輩賓し、21撃黎

七fitと が撃要でぁみをみビあ(ゞ
=ネ
ニブの鐵藤会議ご、彗本貧族が菫

警哲荷会 をどらぇ重本の壺‐場を薇義 こ1 2‐あみな 。原轟あ意轟 |をぁヽぁよぅ
.

r4、 スキ を幸入 rtをぉこな ぅよう提 暴を
ヽ
ぅこヒ碁晨美 した1(轟襲 1‐1二 え

｀

春、ス )                           .        :
ξ 層 子ォの主会 的亀家た歯すろ竃藤秦最      |      |
と きわ 子 香重 霊 め提 還 ナろ二議会 議 を っり てな 夕持 ノ

`彗
の姿 表基 ご絵澤

した農栗、武薫 ′
=畿
春の善彎がら判断 して、公式のな普潰妥亀ごぁみ藝轟

新 したべ  異未 簿 たは不義 ま しのが あみのご意 見の よ接 た セビめた。
‐
|:|
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今 質の回簾公議を契裁 ビして、‐直ふ各なの凍 手力暑和蜘 爾た実すら目籐場

力な新 く具体′
`_t‐

ろもの を思われら,こ の裁会をわが野のま徳を波′卜自た視

鴨 し、その理解を もとめ多こレば、今後 のわが日の原 子力衝 久南基制篇 経ェ

しく愁晨 させる上 /2大切な
=ヒ
レ参えろ.      :  ‐ 1■ ‐・

(ミ の握楽 は 2δ 日魯流の潅氣 イ茨ヨ           l  i
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′ヒ物
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じi〕 二 Zでありが

持鎮点から絵麦じ
`

ような協え寺み来縛

またその自由陸をか

目小 学缶会贅 浄 ィ?

の下れ、核李裂性々

12多 1装夫3  1

L 贅著が 2の 熊晨
会が嗅極的に

"き
か

ら 奮須ご申入れをし

歯れがけ送られた場

与ので、われわ嫁

師えに対する疑議資を

た縮 すろ:  |

|ぅ けぅ意渡ざ生さか

+■ 攘避 1罐 聴 }■ 墨学会諷の、 わが国の参冴c準備協裁

^専

町都会 t夕1簑参豪‐,

綱1姜瞑に頭菫、資各電んを重ぉするょぅ申へれる。   ・
1こ 配慮すごに実ぇ した〕

興 上 ごあら なな  この席ご、武響島

^多

″えなの裁嘉あ麦鎖があ|た |

献た、Fゞア諸ご会裁 た、原 子を有家舞警ぁた表‐ヒじ之、生邊赫壼蒸
=諄蹄数及 rム らことれっき、瞑都れから簡単な教基卜あった。●   
´

泉 ■荻 寿列姿員会

井琴 ′

「

日家京上野の響:な公表で豪
テ
萩器純奏果

^ギ

姜今|||‐ ||す な
凛多覇囃摩寛汁の藪巻と、簸 場焼勲″鬼者の新しli舛え核障制め陶燎暮討議 と、

テなど主ピして原 子力め向簿 を話 |ゎ った。      ‐ |  ‐   ‐

薫 子森ξえ者のをた鉱″奔えながな足し、あス表基由あ澤饉 |、
1豪
基 夢う

ニケミ珂嚢辞争でますます灘裁 争興が冬を しをうな構寡の申● 京 多縁赤鬼巻

ボビのような態晨 ををみべぐかにち1ノ ζかなり奥奮た意鬼の麦接がなゎれな
たす繁永姿買長 がケ駐雄め傭等の祥置を教書があったりうみな術鬼雑のな
選 をさめて景この情筆たっけて絵討 した9濃藍 クラニュニムの質議 も●れた
晦整して試論 された。'な.テヵ次等も一応絵討した経霧、三あ畝ふ甚」す以ヱ

`1■
よつて、多な公流の 3末剣た長したガ衛″颯本あ巖 多ヵ拓擁Lヽ 豊各ぉ宏

れが多公たあるよう″思ゎれみ。われゎれな 3凍興た後ち
`進
むこ修が最 も

ミij重でぁろヒ思 ぅ。 イljぅ こンを擁姜愁こt tれ 1移曇子ん向題委た申入|れ み
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すヾぐ

ごせな :ノ 。もし2の ような除■ぶうく場らたば1こ ぁ委員冬からな之をンす|

べきで春りを1り ):=ヒ バξまう場。

こ3み重要燿め票子力のれへ釣意暴々鯰すを目禁真学を公裁た,,セ は、
毛=主告 費々裁ぞめみからt京多力薄類奔興

^が
整善な黒讐を|を え之1暉 しぃ

言申入れるこンを春うたo   l ‐ ‐   | | 1 1‐ |‐ ,

原子力月慧奏2オすみ申入れは、笙範め委員公ご軸永答興長島、
‐らむ頼で壺

べられたが、環チヵ向惑姿の進希な:夕 ゞしも核特暉■の難符すら壼りたくな
らなかった。    .              ‐|  ‐ ●  :  ‐‐
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ネず本暉4む ケろ外 自原子■ 驚青:率を 書力1錬計駒 ベ
ー
の参れ なつ |り :ス の象告

ど之えたっ|)く をっぁ々 置の手後承たがしビめられた。       |
またヤニ3の 創1訳計幾が この /ノ 尋´ヽ ら始 まり、今度ょィ

`学
,み―|な成二

承 金属 、自篭″tlj効春の表夕1査 があぇ られろが、それたっ |ジ てなえおく・べ き
が を 1り ぅ誕がムた。更た諷重主確≧の憲籐公数との参″日の it― ピそれなフ |ノ 乞ビ

つたで置の教もが あった。              |
.次 ″示争力た質すん医内の投溝だつけ4次 の教傷があっ厖,ィ らなfプ まン
で劇 晴準奮蒻奪公た肉する幸務を銀 働 2禾かヌ資ケく0たが、 こlι な灯
らの予案う伴わゞえチ虜たやろ形ごありt非常な不便であつたのご|:Oρ 年
度をた●なになた●ノ宗ひ力餐Jを教ケることたしてデ案興だをした。規瑛ξ
/24麦巌の人員からな夕、資割.の 宗なそのにの苛ろをや多9‐ し介し■れな

々くきで準著た的な|の 0あ り、好水春雀の機構がごさらまごのっなざごあろ。

ヤ手な■歌臓のヤ″に昼[力添|を おき、こンが予算打合公の事務甚ゃら。
|

三れも進鋼とんなものであみ
=

1 主ノιた蔚|てなのような質砲ヤ意ぇかムた。           .
9 国会 ず臀 午の よ う″別 の 方日か ら冬額 を とZ予 算やな種 の向療 バ ょら ZJ―

なりなな子,か。
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○ 原子カプ_ル柴寺ビ

`｀

らん0外国からの動きもあり、 2オした辻ズ2すみち

らにも国の根本方針 を早くなっミッさせな わレ1'ケ 扶 1ジ .

○ 学示 とめleiび っきにっり乙も基小芳合 を しっかりき=ねど うまく|,かな
l」 。

これらの話がよたあビでt寧衡公義の申へれバ影題たのった。   ‐
嬢簡原子ヵ向憲婆興

^委
員長な■の申への規蒻を行わ、政府がこれを撃案す

みようた婆んか。それ /2謎
~し て議醜夕部会長な申入れの趣告誌たもつともであ

跡 ェ機
= ■

‐

嘱 ,=耐 中菰.,

動機 ず■ 理 礎

粒 1鰍場 悔 t識コ

也 榔1嘲1麟

鳴 榊へ 珈鵡
晰 仰マ1此  1

肺|て撒 1雌1駒 ‖

機 つぷ型どJ

颯  ず■也 っ ■ 1

ぬ豪喘ぜ嚇 1

ⅢⅢェ蜘

耐榊表 1

籠
= 
革 爛1面

鍛 室 ず性櫛 範

駿 滸凛.r量 〕組

曹十   朧 1藤 証

鯛‖r艦 .FJ軍 伽1職

壼胤 T血 1 僣
T■ ■T/欄

“
―
~薔
曲 織瞥耐

菫 .■疑 定 l雌鑢

ヤヤ
=∴
1● 為

抵 電  ミ
=咄

准 r誰 嘱 Fメ l
FFT凛 4.

I EfffJ■ ,

IIi4じ 虻 瀞

´
`泰
軍螢 く奮

姜貫を ■確ギ■
―

１

１

１

１

１

１



わ参井■2つ l,2の 数告

度貞ィ基子ェネ 1裟織ェ

l12つ :´ てなえおヽく|ヾ ゛

の:■ ビそれたフ|'4ビ

あつた,一 つなけ|ま
'

夢くそらがく 旱れな灯
であつたので・■ン 年

宇曇ズ替した。大冦瑛:な

を
～
み。し―かし三れな|

あまごつつなどごあろ
`

なさへの幸影 をやら::

や賞準 ct頭がならケ

蛇なららようがバ 1‐ ゃ

ホ
=雲
、表年、々 麻等

向に碁 とみためた暫え
｀
、1霞 ■鋳な薦額をま未

14者を発なものをあま

ぶ 身み。   | ‐‐

り、 之オしたヽヽ すみ た

な :」。       ●

書進などうユ|く )'か=

厳 たのつたo    .
、政なが これ|を尊重す

隷告麦 たもつ をもであ

、 | .                 (′ 3)

ヽ ■番 = 二 FF_ヽ 前_1`多 ■簑項 を どう i〕 う彰 で兵接
“

ヒせ「ろ をヽ の話 た な っ
亀  =「 書」・ 稚 と‐ 4姦 をも考 錢基本ス マけぅ肇 言、|あ つ も,鍾 寧薮 ス レ :メ
」冊 で _よ 権 語rr t,嘔 篇 髯  本 裁 ビ典 皇 し―c裏 蒸 化 ゛ れら 二とななら )が、
■経七tこ れォタをぇて奮こぅどilら 多ミたなァた。|=つ ∵゙ |.た事見っ主
蠍 傷颯 戯

■ 寧へ n奪者 警ふ
`め
ても 今会 の 条峯 饉 た o■ して 唆れ―娑咸 した も1命 曖

構つては、2れた碁ぇた=ピになならな1, 基本1針
=|▼

|‐す●してお‐
|:て 奢主鋼 た 」ぅijう ゃろセzの おそ濠́が多礼 基本方霧 ,な ら

^//D警

″ざ
はつき,ど黄糞 ャス年 たも ジ込多こ

`が
′要ごぁれ         ‐

■ ゴし ,ど ぅでぁる.そ こご裏体にをどぅ重めらかなっ :ク て轟等等薦鏡蚕
台■ヴざξえ、更 れこの熱冶ヾ 華会で普算詩 レ〔しらぅごあろう:
‐ュニ義永 のた壼たょろ人異ごあら)             |

了駅真章 ξ づ  瑳今′、   ‐ 二
‐        ‐   レ           「

準 F ■ fう 考 資驚 義 た の う あ叢縮 す1率か め―典薫 |ざ 責‐な 2苺 ■ ,言 ■ じ =

[手
II][]テ
冬[尤]:換ζ督量』彗]等尋1lξ tti、を 1美 攀 ,る |‐■‐鷲 ′■ 1警峯 の像

製fく 氏毒 かな哀六参運 、底遣を建西 |ま ヽ1与き :、

^=^l tl来

素1表
=リ

ー

壼肛なた メ′2名 )ご した,封‐締 め経禾|_ため |ち な酵蓄ぶ奉基ι‐斃。  |
Fメ ンカが堤失 じよぅをす:ゃ 濃鋳 びあ配かを レヶょら vす

.れ
ば:夕 女りヵ

ど_・k霧議えを進だねどならず、晨え ´れら、鰺場キ|な |'メ
'■

壕́ 二二
菫 ″■重 定された蔵着ほ等の簾環 と嗜檬去濠裏 基● ||1羮 鑢表 わ暴建お霙絡
ですう4(り ろぅ このような協えぶ結ヾ 警キぐ学年

^講
●,奉ミII■ 1存 t‐

ヽ電 豊主費、筆ヵェクトーのだ射なしあ澪印が摯然1拳 |1無零■||み1峯 |■わ
乱 事 丘 崚 アメ タォ ての駅 諮 修 主 を伴 う さ

ら
|‐ 鑽砕 |● ,韓

^セ

尋 ′ ち こ ぼ
―亀 む

rFで みろ.   .  1 ‐  _‐ ‐‐ ‐‐ |■■ ■‐1‐ |
=E茸またっ:夕

`な
、ィギ.プ″ビあ奉肇摯

～
41‐rlを■.|■ ,|ォ li

オよりのけ電かた晨烏であそ
=セ
幸侭1手率す響含事へ‐て,■

`本

零||‐1電 :ヽ ||」ど泰項会た申し
^‐

れはした。IZ。■っ1年争|マー1114ド■11■ 1讐ま藪纂華
奏員会の鍵額を象て凌たまらtビ 曖暮らt,,ま ま |||■  ‐‐|  || ‐

(番IS■ ‐1轟 |ゝ



(/‐
/1,

その2

■え /歩 ■、ま部大 学のや た
め ,球 子 力向

憲訴 鬼公 2二 縫 れな う2ヽ 内面た

未 ti'力 条颯 基久お の手 を向
く会 を袢ぎ多ました。 場驚 漬場

"i}記

念を 大癬 壼

/′θ葛だかり纂りました,

ゑ初線魏 ムんの絢せ卜策さご鬼Z念 た
1≧話が二峙向だかりあり、4の 後ご

髪興さんれ!pち |♪ ろ諷熱力経果を練碁すれば蒙弯量
んρ急えな次のようなも

のごす。

(4)示 子力術先では核歯夕1訳 のサ異上今すぐ
やらればならな4)。

(め gホご10も かoや ろことはどきな |り から、
やは
'ど
三かぃの輩″バル姿

城 灌確ウラユウム4シツ纂暮ら
ば、賞わねどならぬどろう。

3本の人擁かの人々 く
'ク
|'う階識のァヽ々 をさしZl,みのがダ|り まこん?

は首主簿″先グケご源 子力麿 え
をやろ ビ|ク う意見ごはな1',

ク、)瑕務協を と ,Iク てまなん接場のもゎかもデlら ぬの
そ箋愁的な変論 をすろ

こ亡疲どきない。 ビんなものたも郷えはあろ箸ぽ´

藤顔ふんはふれL大上葬しく二
入 つては味れたからン営われま|た。

t機  醸    捻 〉

地資J竃|の 病怠ぶ 泉り次多{:`の 修お1を
卜学

子言2/雪  湯 111託念権 ご東大物運 `

教夜 颯芹の もので「
ふ目環 6カ 次の解髪 ビ青冷 」のな

替向きま した。

その結民た直、 東大、大不人、
人腋ヤ人の右愚でムした結論と 資料

ををえ

[ii・:1・1亀 )3115」
gi,13ね iLζ i貫ζ離翁う暫「ζ:Iマ「|

:  、直  鰤    総 )  |

颯教 と で 産 療 会

各貫 る3日 、日教 ta■ の末京宰 区大 手
数 縫 主4筐 ご原 子力 向露 に熱す

ろえ滋公
|

が 商かれ 、力談 か らも大量
、観螺 、こ遊 、瑕 口 、長

FAの 着 露 が 必々 した,澤
1

夕の昔後にあら最子力た蘭す々目離、鐘♭フ,ゥムをす)事務́ この向頭ヽ

等、 白本の窓ぶ結勢、活鬼竜
の lluみせLた っ|,そ 誌 じも つ捧が

、県 子方向透 ヒ

1〕 ぅものシー縮の専陶象グけ
の肉薫グビ思わず″、多くの

人が熱゛を持 つ子

まうたなどうしたら浸1,か ビヽ'う
ニビが■る大切じめらヒリ|こ ビが年爺:ビ

してなされた。 しかし具体的 にビうすればよ
pふ レ l')点な っ1,Zは 十分詩

裁どきなか つた。今後 も
■3し た菜書

りゃをめ仏碁榛進動を強4も
し子でくビ

1,〕

=2を
握迅レ4解まし姥9

‐鸞' TI

滋 叫 備 ‐饉

縦 懺 鶴 Ⅲ

性1熾 J喘 下

曜 硫 t_

成 41卜 _櫛

‖融 ∬ 膠 ‐

●  市棚

11曲 士 .

1.磨喘|四|ヤ 賞

常 1豊 τ ψ

薇 ‐ LI皿 1稀

で  1踵

→F                                ,1籠 :

「
柵 Ⅲl脚

■  爵 丁̈

Pi淵爛踵 = 1
■電響蹴

工壼 稿  経
―r_ .担

一蛎　
価
　
「Ｌ
　
″一　
市

・̈　
　
¨̈
　̈　
型辱　　・．．　　　一

　̈

瀞
　
崚一　
Ｉ
　
¨

幡
　
　
　
　
，

一̈　

　

一証̈
¨
　

一

一̈̈
一一一一一



二篭乏なつ4、 R饉 た

巌身・ iえ念鶯 大流 壼

ξ十ヽ
'あ
り、をの後ご

r/意 えく次のようなも

1な らな 1,`

どこかいの畷勁バル異

どうう。

11み のか勢りまこん )

｀
はなl,ぅ

|た 負会的な家論 をすろ

「われましたo

.こ  壼    稔 )

=泉 ,ム 子部 の多内烙勁

ざ警
=き
ました。

民した篭式ソ 資料ををえ

,議会員諸Zた もくつて

きた 1.∠ 窓いますo

(垂  ゴ   稔 )

争ヵ
=雲
た内すろえ該公

晨o着電がユメ野した。表

碁壕 予ヵ た蘭‐す o日離

いったが、ぶ 子力向題 Z

多くの人が掩J゛を替手つて

あろヒけうこビが幣妻静ビ

i,多 尽 れ っ ij Zは 十か

際進裁替懸導
`し
て妊くピ

攀 ド  ・́

螢 颯 備 饉 訴 ↑

瀧 甍 セ   |■

L職  ま TP

計 喘 ,■

‐雛 11-価
=

i構 1'‐ 藤  t

くノご)

ブ

三二`:~‐ llf″■し宅重中の向から、今年の哀もえ」ド裏きろ

二 riギ ム2ぉ クま九 2ろ そろ拳荷を推ぁたォぶ震 :j
生彎 l≦ 基40竜ぇ (寿期 t場雑 、なな寺 )を ビじビしお警

=賢 =ヶ
fi 言子はぃぅへ 寺熱繊ゞ3ネ Tデの霧躊碁裁ィ再

「言亀,1゛示ておヽりま丸

―
 舞 く が な事

'.↑ 終ヨ
=→
モ菫澪 した警貞くう_董異だ、本公黄ざ菫本の象ニカ雌題 43

1設 省 ′
「
 Fゾ アの琳 学漱召Cの 々蓬た ス」tの 表 表が来まきたろ等■耐曜を■れ亀ょぅで丸 森, 藪な

 [晉 li〔 :箕 f:ヽ)も重―曹辱彗露〔准 |=Fiて ■ ,多 モ と′ます 膨ヾ 票書
嚇 i=置
=重考 ぜす

。

便  rr、 fl■ iみ ません、りま14∫ιカッタ_与 ニュニ ,デ リーのた隼み
菫 暴‐i■ ■

「
がビれなかったのでな事、これもまたよ |プ。 ,漢 たって二気ざ

F. 二蔵ぅこ～ 3かぼえたし、現地 人のゃみ留疲ノヾンフロ )末の策を つ二.た
11_■ ,■の表さものも資フて喰 ったしくオコ〕ッバ ■マッヾッピなく)カ
屹
=「 メ人字ォ ィ4も参考たなりました。

T2落

子ti=が 少くこすみま・●_ん ,し か■どヽに今くもの'すかIJ埴 レiI響 を豊じ
■ ヨ■ 景えだ今彗も /書 の今襲「会が起ち

`今

らや長 9ンにれ議神π ′を
√r礎 3て から碁子が慕公の霊ぞ萎た|て 、:プ ま/'時Ⅲ

「
フたビころ′

ごうξ長の 477慶れオ を与え為 ビ|ド常′1露 気_ゴリ・られ、,台■ 夕 しti∫ まま
工を賀 諸 F)な 言本のな 手力自議 をフリマ数を し、春 囃あ・,平≒全 鎌午護|十1
こF)｀ ア今議力ねっ!ク て夜書`午 後なえ最 をっγゃ|し―ち= 争4ι ´

:■
二_1′ルえ /  も_っ オ ー繊 レ解 農 /    ‐
象,テ髭キ/2ソら,メ2`ンし2' 本をκヽく次よ́ 妥ヽわ,ず

'オ

サ
'“
た.12イしtF‐   | |

■夕七

二命家ε貪、さ く事申ごすごしましたが、さのぅあ夜恭裁 が縫うて、なっ

で
一人′

―轟 ギ

ー

・
1=



(ノι,

イ |`'フ 事す夕壼 響準表の寒会 でなん ヒぅた っかれま した。若 :′ ン ,メ うデキうなゃ多て,jよま でも花kたムゎせろを_どん多後́%″  して‐う″見えろをぅなすが

『
ヽ

↓“̈

４
　

冷́

'F々 ,大
衆 表
今 な 3万人Ц 二が ぁっょり、

今軍お農の ァイナッ ビを4確 ,
‐ギ

|ジ ζ ―寸
11た今 十二一 :ふ れふれな

ィ
=デ

_欧
「本 場 晨呼 8゛」を豊毒 で士たり書 |た

'え
、生な基れて貧かぁ て多クト

脅8、 ぅ々′ 太衆あ蒸舞な もι了

ミ:^llltr)及争riltti會

`ふ

あ末の・‐う:ノ ズの屋嬢かぅ事
あ年のどをぅご丸         Fゞ ヂ|=η奮■T警 o々まゎって事

|1警年ι月、
“
″スふ ご薦ふ

十年ヤれ揚Ⅲ

…

′警 尻 励 魏 ‐ 尻 ぉね
午■ Ⅲ う グ ″場 説 圭も

維 魔晩 濾倉菌fご疑 藁 義鐵真0そたで土         f ‐
々ノ学,●ふ織次のキ3暮 もあご二         :

せヽス
ン

ー
′
〕
かのｋＦ／ヽ

＝
り

／

０

フり

」れ裁 ―"た
こギ

ル υttιιろ  ―‐7

れ ダ 孝レ タ=‐
娩卿デル″2‐

島ソ′″ ■7 F切
′を み

裁 ″ ‐
転ゝ ′ユヱιttL

3襲 ′笏ノ
′
ギ鍬

″

毎蒻なιグマ
凛椰

メ″客れ皮 子

ρ~‐  F4‐
a錦ルを  ・ ―_こ

イ =れ
 五ぶ

多 & _ク 費 蔓 _

夕し名υ琢受  ・‐4二こJ

ス え
“ ～

-1成
ズを  毛〆二″

ク

ー

…

2ぇ凌助正出罐■
～“

.

ス ぇえクンたるι エ

希≧委 r■ な言観

手 fI冤レこう姜話 4

壱しろべく手く絶望

ら 二奪 年 Kル

ふが多ツ裁イオt

`′
わ―満 t yt′■三

:::三二三二三二三二

」彰4ギ ζ二轟藁為
呼 こ

放争:守争夕,″
…

″ |―
り な
～
″ Lぷ

「
~777プ ″7TC~― 子

―み残ゎれ_
子 マ

潔 場 象 ι メ4_ザ _
り
…
滋 鹿 ぇ 絡 ぁ こ

“
ι _π め 現

な
二
場 ― れ を _/_4″ 学 塊  |

―

1響脅 :●
…
′″ ― し

わ

チ 黎‐ 易

4

:字t=窮 _ルニみμ‐  ′
―
‐    '  ‐

●
―‥‥―‐
‥
■
Ｌ



´
　ヽ
　
Ｌ
亀

４
　
一々
´

ヽ
´
′

　

　

　

Ｊ峙一砕
ノ イ |」

0■

く′7)

J… ―
―
α城れ 発粋オ ル

“"憂
_■ L とチ4= ■度= it,■″,一 三″″

易 豪 移 ・
物 μ
・
み

ん″ ガ″ιoルみちな ″Z滋‐‐‐揚 響 11… ル義羞崚イ
・
―

‐

…

  ‐: 
・
「

易 ′みⅢ ■′ ´ 子ηで β‐
移レ雄 rを ´ 彎 .:子 供́尻凛 ‐| :

′″れ義滋 ンれ,でこん。あ義 ‐|    . ‐‐   1  ■

鴛麺ni∴″  務雛ぶЪ二
=″ 評‐

′
■笹薙脅

…

ヱチ彰後 9ズ |″ たヽ わ″脅 ‐
蒻 雄  ク

“
イレ笏%みι― クι″

``″
γし "蜂三らここ″レ           ′

ウ 竹
あ 薇黎 ″ 争γ

凛 こ ″ レ 算 摯
濃

メ 滋妥え&´′乏  りし 4́整峯 И
場″
メ盈りたえ ‐ t 

“
″‐・-44イ _ン

'■
三′L■
't

l ριω総″レ ′乏あ

れゎし亮ぁた ん多え 
…

 ル・ 力な んL′‐′_すこだしι 父う■ダ7‐‐

イ コ厖a 
―
～π夕塑

`」
″― _r――

‐F―        .:
,色 五藤躍哺乾 ル なん4             ‐   ■ _:   ■  ‐

"必

Ⅲ Ⅲ 多
ゑ み を子 マ

ン通 む″姦 み 滋 ケ壼極  |   .  :

ス赦ここμ″ イ黎■″呼 争肇■ |ダ後・fl孝1■■‐‐
九α魔彰  4襲 凛  CP・ tr

ズ家れ ケ物為 ゲあ れ イ赫 少売多んモ″   |
1ンをラタ́"|´
ι―ク

"望
ジ乙2ιι―μ こ ノ蒻 甕 摯 物

`し

″し″ ~t

R励舷 凌 写
“ "れ
尻 み あ 豪 〃 ″

ス ィス″ み  た 貿千″義″義7姦 名́…′ "疲ちЪ

希笙壱れな表費 でお頌 ケ しまま “
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